
介
護
の
と
び
ら

町
長
室
へ

よ
う
こ
そ

茂
木　

祐
司

ご意見をお気軽におよせください。
ファックス (32)3141　メールアドレス moteki-y@town.miyota.nagano.jp町長直通

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
福
祉
課
介
護
高
齢
係
内
） 
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新
年
度
が
始
ま
っ
て
、
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
で
の
入

学
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制

服
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
し
て
、
こ
の

と
き
を
迎
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

親
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
想
い
や
不
安
が
あ
る
の
は
当

然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
経
験
す
る
親
に
と
っ
て

は
特
に
、
子
ど
も
が
毎
日
元
気
で
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園

に
行
け
る
だ
ろ
う
か
と
か
、
友
達
と
仲
良
く
生
活
で
き
る
だ

ろ
う
か
…
…
な
ど
、
ご
心
配
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
入
園
式
や
入
学
式
に
出
て
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
す
る
姿
を
見
て
き
て
、
感
動
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
つ
く
り
だ
す
源
は
、
先
生
方
に
よ

る
教
育
の
力
と
、
集
団
生
活
の
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
９

月
の
運
動
会
ご
ろ
に
な
る
と
、
最
初
は
ま
だ
幼
く
て
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、

と
っ
て
も
立
派
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る

と
、
教
育
と
集
団
の
力
っ
て

す
ご
い
な
と
実
感
し
ま
す
。

　

御
代
田
町
の
子
ど
も
た
ち

は
、
大
事
な
大
事
な
宝
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
瞳
が

輝
く
保
育
園
、
幼
稚
園
や
学

校
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

は
つ
ら
つ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
学
ん
だ「
人
と
地
域
」の
つ
な
が
り

「
私
は
こ
こ
で
生
き
て
い
く
」御
代
田
町
・
被
災
地
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

　

地
域
で
健
康
体
操
や
手
遊
び
な
ど
の
介
護
予
防

を
提
供
し
た
り
身
近
な
介
護
の
相
談
役
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
主
催
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
６
８
名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
支
援
か
ら
高
齢
者
と
と
も
に
生
き
る
御
代

田
町
の
あ
り
方
を
住
民
の
皆
さ
ま
と
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

寸
劇「
認
知
症
に
な
っ
て
も

 

安
心
し
て
暮
ら
そ
う
こ
の
町
で
…
…
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
３
・
11
か
ら
学
ぶ 

高
齢
者
支
援
と
地
域
の
役
割
」

　

岩
手
と
福
島
で
震
災
を
経
験
し
、
地
域
で
高
齢

者
や
子
ど
も
の
た
め
の
支
援
を
展
開
し
た
横
山
氏
、

震災からの３年を振り返り、復興支
援は、現地が必要とする支援の供
給と心の支えが大切。（左から、横
山氏・今野氏・茂木町長・サポー
ター西会長）

安部先生は、震災直後より支援を
続けています。現在は宮城で医療・
福祉のネットワークづくりに尽力さ
れています。

とてもわかりやすい展開ですね。自分
の親だったら自分はどうするか考える
機会になりました。（アンケートより）

寸劇あらすじ
認知症が始まった「はるさん」が巻きお
こした騒動をきっかけに、家族や地域
住民が認知症や本人の気持ちを少しず
つ理解し、地域で支えようと奮闘する
姿を描いています。

今
野
氏
を
迎
え
、
被
災
地
の
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
安
部
先
生
の
和
や
か
な
進
行
の
中
、

「
被
災
地
を
忘
れ
な
い
で
」と
関
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
も
大
切
な
支
援
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

福
島
・
岩
手
・
宮
城
の
物
産
販
売
は
お
か
げ
さ
ま

で
完
売
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
今
後
も
被
災

地
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

保育園つくしんぼの小さないす
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問い合わせ先　パルセイロ・コミュニケーションセンター（信毎フォトサービス内）☎080－1269－6464

■長野県在住日展作家展
　県内在住で日展に所属する日本画家15名の作
品を中心に、同展所属の作家、洋画（3名）、工
芸（4名）、書道（4名）の作品を併せて展示します。

■白鳥映雪秀作展
　白鳥映雪館では、画伯の秀作が常時ご覧頂けます。

■日本画の絵の具でうちわに絵を!!
◆日　時　5月25日㈰　午後1時30分～
◆場　所　絵画室
◆材料費　500円
◆定　員　20人（小中学生優先・先着順）
※事前にお申し込みください。
※小中学生は水彩画の道具一式をご持参ください。

◆開 館 時 間　午前9時～午後5時
◆観 覧 料　一般 500円／小中学生 250円
◆５月の休館日　5日を除く月曜日、7日㈬
▼問い合わせ先
　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館 （26）2070後藤　修　「瀬音」

市立 小諸高原美術館・白鳥映雪館

堀辰雄文学記念館野いばら講座

と　き　5月24日㈯　午後1時30分～3時
ところ　堀辰雄文学記念館（軽井沢町追分）
講　師　池内　輝雄 先生（元筑波大学、國學院大學教授）
定　員　50名（高校生以上対象）
参加料　入館料のみ（大人：400円、高校生：200円）

【申し込み・問い合わせ先】　堀辰雄文学記念館 TEL・FAX(45)2050

※電話またはFAXで申し込んでください。定員になり次第締め切ります。
※駐車場は、堀辰雄文学記念館駐車場および追分宿駐車場（浅間神社前）を利用してください。

5月18日㈰　vs福島ユナイテッドFC　　　15：30　KICK OFF
6月 1日㈰　vsJリーグ・アンダー22選抜　15：00　KICK OFF

大勢の皆さんで佐久総合公園陸上競技場へ
応援に行きましょう。

佐久総合運動公園陸上競技場　ホームゲーム

トップチーム

5月25日㈰　vsセレッソ大阪堺レディース　11：00　KICK OFF
6月22日㈰　vs福岡J・アンクラス　　　　　11：00　KICK OFF

レディース

　堀辰雄の命日にちなみ、「野いばら講座」を開催します。
　堀辰雄が最後の日々を送った追分で、堀辰雄を偲びな
がらの一時をお過ごしください。

堀辰雄と昭和モダン
－『不器用な天使』の頃

6月15日㈰まで
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